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教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

一

章
を
書
く
た
め
の
知
識
と
方
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
文
字
言
語
及
び
音
声
言
語

に
よ
る
表
現
活
動
を
通
し
て
、
言
語
表
現
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
大
学

生
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
、
さ
ら
に
中
学
校
・
高
等
学
校
の
国
語
科
教
師
及

び
日
本
語
教
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
文
章
表
現
力
及
び
音
声
言
語
活
用
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
指
導
法
、
と
り
わ
け
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指

導
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
で
は
、
書
く
こ
と
の
生
活
の
自
己
点
検
を
学
び
の
出

発
点
と
し
、
定
義
、
描
写
、
説
明
、
論
証
、
物
語
、
書
き
出
し
の
工
夫
、
聞
き

書
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
表
現
の
基
本
に
つ
い
て
実
作
を
通
し
て
学
ん
で

い
く
。「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指
導
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
さ
せ
る
た
め
、

中
等
国
語
教
育
の
先
達
で
あ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
先
駆
者
で
も
あ
る
大
村
は
ま
氏
の

実
践
を
紹
介
し
つ
つ
、
学
び
を
深
め
て
い
る
。
主
体
的
な
学
び
の
実
現
を
目
指

し
て
、
紹
介
文
集
の
作
成
に
取
り
組
む
中
で
、
受
講
生
は
山
陽
新
聞
社
の
瀬
尾

由
紀
子
氏
に
情
報
発
信
に
関
わ
る
者
と
し
て
大
切
に
す
べ
き
こ
と
や
表
現
の
工

夫
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
て
い
る
。
瀬
尾
由
紀
子
氏
に
は
、
は
じ
め
に
基
礎
講

座
と
し
て
、
新
聞
を
題
材
と
し
て
表
現
に
関
す
る
心
構
え
や
工
夫
に
関
す
る
講

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
七
年
度
Ⅰ
期
教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
必
修
科
目
「
日

本
語
表
現
法
Ⅰ
」（
三
年
次
）
に
お
い
て
実
践
し
た
紹
介
文
集
作
成
の
取
り
組

み
を
も
と
に
、
教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に

向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
（
注
１
）
の
有
効
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

教
職
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
自
ら
が
主
体
的
な
学
び
を
体
験
す
る
こ
と

は
、
指
導
者
と
し
て
単
元
構
想
す
る
際
に
、
生
き
て
働
く
力
と
な
る
。
自
ら
が

実
感
し
た
主
体
的
な
学
び
の
充
実
感
・
達
成
感
は
、
指
導
者
と
し
て
主
体
的
な

単
元
を
構
想
す
る
意
欲
に
繋
が
っ
て
い
く
。
教
職
課
程
に
お
け
る
学
習
者
主
体

の
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。「
日

本
語
表
現
法
Ⅰ
」
で
は
、
教
職
課
程
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け

て
、
紹
介
文
集
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
活
用
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
具
体
的
な
指
導
の
実
際
を
取
り
上
げ
、
教
職
課
程
に
お
け
る
主
体
的
な

学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
で
は
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
理
論
を
基
礎
と
し
て
、
文
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教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
語
科
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
学
習
内
容

の
改
善
・
充
実
と
し
て
、「
語
彙
指
導
の
改
善
・
充
実
」、「
情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実
」、「
学
習
過
程
の
明
確
化
、『
考
え
の
形
成
』
の

重
視
」、「
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実
」
の
四
項
目
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実
」

に
つ
い
て
は
、「
急
速
に
情
報
化
が
進
展
す
る
社
会
に
お
い
て
、
様
々
な
媒
体

の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、
情
報
同
士
の
関
係
を
分
か
り
や
す

く
整
理
し
た
り
、
発
信
し
た
い
情
報
を
様
々
な
手
段
で
表
現
し
た
り
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
話
や
文
章
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
を
取
り
出

し
て
整
理
し
た
り
、
そ
の
関
係
を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
、
話
や
文
章
を
正
確

に
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
自
分
の
も
つ
情
報
を
整
理
し
て
、
そ

の
関
係
を
分
か
り
や
す
く
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
話
や
文
章
で
適
切
に
表
現
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
『
知
識
及

び
技
能
』
は
国
語
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
重
要
な
資
質
・
能
力
の
一
つ
で
あ

る
。」（
注
３
）
と
記
さ
れ
、
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
指
導
の
重
要
性
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　
「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
に
お
い
て
は
、
言
語
表
現
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
の
必
修
科
目
と
し
て
、
国
語
科
の
学
習
指
導
で
求

め
ら
れ
て
い
る
方
向
性
を
ふ
ま
え
て
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
国
語
科
の
担

当
者
と
し
て
「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実
」
を
図
っ
て
い

く
と
き
、
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
有
効
に
機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
。

「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
に
お
い
て
、
ま
さ
に
生
き
た
情
報
を
日
々
扱
う
新
聞
記
者

と
の
連
携
を
図
っ
た
試
み
は
、
国
語
科
に
お
い
て
「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る

指
導
」
を
担
う
指
導
者
を
養
成
す
る
と
い
う
点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

義
を
お
願
い
し
、
そ
の
後
、
紹
介
文
集
の
企
画
案
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
導
し

て
い
た
だ
く
場
を
設
定
し
て
い
る
。
紹
介
文
集
の
企
画
案
を
全
体
で
提
案
し
合

い
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
編
集
会
議
に
瀬
尾
氏
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
指
導
や
助
言
を
得
て
紹
介
文
集
を
作
成
し
て
い
る
。

一　

�

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
指

導
」
の
重
視

　

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
年
）
三
月
、中
学
校
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、

二
〇
一
七
年
六
月
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
が
示
さ
れ
た
。
中
学
校
学
習

指
導
要
領
解
説
国
語
編
の
第
１
章
総
説
に
は
、「
こ
の
よ
う
な
（
急
速
に
変
化

し
、
予
測
が
困
難
な
）
時
代
に
あ
っ
て
、
学
校
教
育
に
は
、
子
供
た
ち
が
様
々

な
変
化
に
積
極
的
に
向
き
合
い
、
他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ

と
や
、
様
々
な
情
報
を
見
極
め
知
識
の
概
念
的
な
理
解
を
実
現
し
情
報
を
再
構

成
す
る
な
ど
し
て
新
た
な
価
値
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、
複
雑
な
状
況
変
化
の

中
で
目
的
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。」（
注
２
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
生
き
る
力
」
を
具
体
化
し
、
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
と
し
て
、「
生
き
て
働
く
『
知
識
・
技
能
』

の
習
得
」、「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
『
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
』

の
育
成
」、「
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
『
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
』
の
涵
養
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
供
た
ち
が
、
学
習
内

容
を
人
生
や
社
会
の
在
り
方
と
結
び
付
け
て
深
く
理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
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三

　
　
　

三　
「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
に
お
け
る
紹
介
文
集
作
成
の
実
際

（
一
）「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
の
授
業
計
画

　
「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
表
現
の
基
本
に
つ
い
て
実

作
を
通
し
て
学
ぶ
と
と
も
に
、「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指
導
に
つ
い
て
も
理
解

を
深
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
種
の
指
導
に
つ
い
て

具
体
的
に
学
ぶ
た
め
に
、
大
村
は
ま
氏
が
『
中
学
作
文
』（
注
５
）
に
示
し
て

い
る
述
べ
方
の
指
導
の
実
践
を
紹
介
し
、
実
際
に
提
示
さ
れ
て
い
る
課
題
を
実

作
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
学
び
を
深
め
て
い
る
。
受
講
生
は
、
そ
う
し
た
基
本

的
な
学
び
を
生
か
し
て
文
集
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

文
集
作
成
に
お
い
て
は
、「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び

の
実
現
を
目
指
し
て
、
大
村
は
ま
氏
の
実
践
「
単
元　

新
一
年
生
に
石
川
台
中

学
校
を
紹
介
す
る
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
紹
介
文
集
の
作
成
に
取
り
組
ま
せ
た

い
と
考
え
、「
単
元　

Ｏ
Ｃ
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
を
紹
介
す
る
」
を
構
想
し
、
実
践
し

た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
実
際
に
高
校
生
に
紹
介
文
集
を
示
し
て
読
ん

で
も
ら
う
実
の
場
を
設
定
し
た
。

　
「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
」
の
授
業
計
画
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

第
一
講　
　

学
習
の
準
備
（
書
く
こ
と
の
生
活
自
己
点
検
）

　

第
二
講　
　

文
章
表
現
の
基
本

　

第
三
講　
　

定
義
す
る

　

第
四
講　
　

描
写
す
る

　

第
五
講　
　

説
明
す
る

　
　
　

二　

大
村
は
ま
国
語
教
室
に
学
ぶ

　

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
年
）
三
月
告
示
、中
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
、

第
三
学
年
の
「
書
く
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
と
し
て
、「
イ　

情
報
を
編
集
し

て
文
章
に
ま
と
め
る
な
ど
、
伝
え
た
い
こ
と
を
整
理
し
て
書
く
活
動
。」
が
示

さ
れ
て
い
る
。情
報
を
編
集
し
て
文
章
に
ま
と
め
る
言
語
活
動
は
、「
書
く
こ
と
」

に
お
い
て
、
題
材
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、
内
容
の
検
討
、
構
成
の
検
討
、
考

え
の
形
成
、
記
述
、
推
敲
、
共
有
な
ど
、
様
々
な
指
導
の
場
を
得
ら
れ
る
有
効

な
言
語
活
動
で
あ
る
。
取
材
の
場
で
は
、
目
的
に
応
じ
て
読
む
こ
と
が
必
要
に

な
る
。
合
わ
せ
て
、
編
集
会
議
で
は
話
し
合
う
必
然
の
場
が
得
ら
れ
る
。

　

大
村
は
ま
氏
は
、
編
集
と
い
う
言
語
活
動
を
生
か
し
た
単
元
と
し
て
、「
単

元　

新
一
年
生
に
石
川
台
中
学
校
を
紹
介
す
る
」（
注
４
）
を
構
想
し
、
実
践

し
て
い
る
。「
単
元　

新
一
年
生
に
石
川
台
中
学
校
を
紹
介
す
る
」
は
、
中
学

校
一
年
生
の
三
学
期
に
実
践
さ
れ
た
単
元
で
、
先
輩
に
な
る
日
を
待
っ
て
い
る

現
一
年
生
が
、
新
一
年
生
に
中
学
校
を
紹
介
す
る
文
集
を
作
成
し
、
文
集
発
表

会
を
開
く
と
い
う
単
元
で
あ
る
。
学
習
者
は
、
新
一
年
生
に
本
当
に
読
ま
れ
る

こ
と
を
想
定
し
、
新
一
年
生
と
い
う
具
体
的
な
読
者
を
想
定
し
て
、
取
材
、
構

成
、
記
述
、
推
敲
と
い
っ
た
言
語
活
動
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
紹
介
、

説
明
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
い
ろ
い
ろ
の
目
的
の
い
ろ
い
ろ
の
種
類
の
文
章
を
書
く

企
画
が
生
ま
れ
、
書
く
こ
と
の
豊
か
な
実
の
場
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
目
的
に

応
じ
て
役
立
つ
内
容
を
拾
い
な
が
ら
読
ん
だ
り
、
軽
重
を
つ
け
な
が
ら
読
ん
だ

り
、
速
く
読
ん
だ
り
と
い
っ
た
様
々
な
読
む
こ
と
の
場
が
あ
り
、
単
元
全
体
を

通
し
て
、
相
談
、
報
告
、
話
し
合
い
な
ど
様
々
な
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
の
場

も
設
定
さ
れ
、
ま
さ
に
主
体
的
な
学
び
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。



四

伊
木　

洋　

教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

　

こ
こ
ま
で
の
学
び
を
生
か
し
て
、
第
十
講
（
６
月
27
日
）
か
ら
は
、
紹
介
文

集
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。
第
十
講
「
編
集
会
議
Ⅰ
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
使

用
し
た
紹
介
文
集
作
成
の
て
び
き
１
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

日
本
語
表
現
法
Ⅰ　

第
10
回　

　

紹
介
文
集
『
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｕ
日
文
』
作
成
の
て
び
き
１　

２
０
１
７
・
６
・
27

　

１　

課
題
内
容

　
（
１
） 

共
通
テ
ー
マ

　
　

�「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
の
魅
力
を

紹
介
す
る
」

　
　

目
標
：�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
高
校
生
（
保
護
者
）
を
読
者

と
し
て
想
定
し
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
文
学
部
日
本
語

日
本
文
学
科
の
魅
力
を
読
者
に
伝
え
る
文
章
を
書
く
こ
と
を
通
し

て
、
表
現
力
、
情
報
活
用
力
を
高
め
る
。

　
（
２
） 

内
容
案　

　
　

�

授
業
紹
介
を
中
心
に
（
日
文
の
授
業
を
中
心
に　

キ
リ
ス
ト
教
学　

自
立

力
育
成
科
目
も
可
」　　

　
　

・「
先
生
紹
介
」

　
　

・「
研
究
室
紹
介
」

　
　

・「
ゼ
ミ
生
・
履
修
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

　
　

・「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
紹
介
」

　
　

◯「
授
業
紹
介
」

　
　

・「
資
格
・
進
路
紹
介
」

　
　

・「
書
評　

講
義
に
役
立
つ
お
す
す
め
の
一
冊
」

　

第
六
講　
　

論
証
す
る

　

第
七
講　
　

物
語
る

　

第
八
講　
　

聞
き
書
き

　

第
九
講　
　

書
き
出
し
の
く
ふ
う

　

第
十
講　
　

編
集
会
議
Ⅰ
（
ガ
イ
ダ
ン
ス　

個
人
企
画
案
の
検
討
）

　

第
十
一
講　

特
別
講
義　
（
基
礎
講
座
―
伝
え
る
た
め
の
表
現
の
く
ふ
う
―
）

　

第
十
二
講　

特
別
講
義　
（
企
画
案
の
共
有
、
特
別
講
師
に
よ
る
指
導
助
言
）

　

第
十
三
講　

編
集
会
議
Ⅱ
（
グ
ル
ー
プ
編
集
会
議
）

　

第
十
四
講　

編
集
会
議
Ⅲ
（
グ
ル
ー
プ
編
集
会
議
）

　

第
十
五
講　

編
集
会
議
Ⅳ
（
グ
ル
ー
プ
編
集
会
議
）
学
習
の
整
理

（
二
）
紹
介
文
集
作
成
の
実
際

　

第
五
講
「
説
明
す
る
」
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
文
や
紹
介
文
を
書
く

場
が
設
定
さ
れ
て
い
る
「
単
元　

新
一
年
生
に
石
川
台
中
学
校
を
紹
介
す
る
」

を
取
り
上
げ
た
。
こ
こ
で
、
編
集
と
い
う
言
語
活
動
の
価
値
に
ふ
れ
、
こ
の
単

元
を
モ
デ
ル
と
し
て
構
想
し
た
「
単
元　

Ｏ
Ｃ
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
を
紹
介
す
る
」
の

概
要
を
示
し
て
、
個
人
企
画
案
を
練
っ
て
お
く
よ
う
に
話
し
て
お
い
た
。
第
八

講
「
聞
き
書
き
」
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
取
り
上
げ
、
紹
介
文
集
の
取
材
の

際
に
参
考
に
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
第
九
講
「
書
き
出
し
の
く
ふ
う
」
で
は
、

大
村
は
ま
氏
に
よ
る
書
き
出
し
の
練
習
を
取
り
上
げ
、
紹
介
文
集
の
記
述
の
際

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

第
十
講　

�

６
月
29
日　

編
集
会
議
Ⅰ
（
ガ
イ
ダ
ン
ス　

個
人
企
画
案
・
取
材

計
画
の
検
討
）



伊
木　
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語
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た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

五

　
（
３
）�写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
す
る
こ
と
。

　
（
４
）�取
材
時
及
び
原
稿
提
出
前
に
、
ゲ
ス
ト
の
方
に
、
文
集
掲
載
の
許
諾
を

い
た
だ
い
て
お
く
こ
と
。

　

５　

今
後
の
予
定

　
　

６
月
27
日
（
火
）
編
集
会
議
Ⅰ

　
　
　

企
画
・
取
材
計
画
の
検
討　

原
稿
個
人
企
画
案
提
出

　
　

７
月
４
日
（
火
）
特
別
講
義　

基
礎
講
座

　
　
　

山
陽
新
聞
社
読
者
局
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
部　

瀬
尾
由
紀
子
氏

　
　

７
月
11
日
（
火
）
特
別
講
義　

　
　
　

原
稿
企
画
案
発
表
、
特
別
講
師
か
ら
の
ご
助
言
（
瀬
尾
氏
）

　
　

７
月
18
日
（
火
）
編
集
会
議
Ⅱ

　
　
　

取
材
計
画
決
定
→
取
材　

原
稿
企
画
提
出

　
　

７
月
25
日
（
火
）
編
集
会
議
Ⅲ

　
　
　

取
材
結
果
の
検
討
、
原
稿
執
筆
状
況
の
確
認
、
推
敲

　
　

８
月
１
日
（
火
）
編
集
会
議
Ⅳ　

　
　
　

原
稿
提
出　

学
習
整
理
（
学
習
記
録
提
出
）・
授
業
評
価

　

６　

そ
の
他

　
　

・
紹
介
文
集
『
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｕ
日
文
』
の
表
紙
の
題
字
・
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

ま
す
。
自
薦
他
薦
歓
迎
。

　

紹
介
文
集
作
成
の
て
び
き
１
を
示
し
て
、
紹
介
文
集
作
成
の
ね
ら
い
を
共
有

し
、
内
容
、
条
件
、
提
出
日
、
書
式
、
枚
数
、
執
筆
要
領
を
確
認
し
た
う
え
で
、

今
後
の
予
定
を
示
し
て
、
学
び
の
見
通
し
を
持
た
せ
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ

で
個
人
企
画
案
を
交
流
す
る
場
を
設
定
し
、
７
月
11
日
の
グ
ル
ー
プ
原
稿
企
画

案
発
表
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
企
画
案
を
作
成
し
て
お
く
よ
う
指
導
し
た
。

　
　

・「
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ア
ド
バ
イ
ス
」「
写
真
」

　
　

・「
個
人
担
当
頁
」

　
（
３
） 

条
件

　
　

・�

記
事
に
は
必
ず
「
人
」
へ
の
取
材
を
含
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

聞
き
書
き
形
式
に
限
ら
な
い
。

　
　

・�

内
容
は
、実
際
に
本
学
で
学
ん
で
い
る
学
生
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
の
魅
力
を

記
事
に
す
る
こ
と
。

　
　

・�

個
人
の
頁
を
そ
れ
ぞ
れ
１
ペ
ー
ジ
担
当
す
る
こ
と
。
書
評
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
・
ア
ド
バ
イ
ス
は
必
須
。

　

２　

�

提
出
日
等　

２
０
１
７
年
８
月
１
日（
火
）第
15
回　

完
成
原
稿
を
提
出

　
　

・�

写
真
製
版
用
原
稿
を
提
出
。
た
だ
し
、デ
ジ
タ
ル
の
場
合
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
デ
ー

タ
も
あ
わ
せ
て
提
出
。

　

３　

書
式
・
枚
数
等

　
（
１
）�用
紙　

Ｂ
５
判
（
原
則
と
し
て
縦
書
き
。
た
だ
し
、
部
分
的
に
横
書
き

も
可
）

　
（
２
）�活
字
の
場
合
は
、
フ
ォ
ン
ト
Ｍ
Ｓ
明
朝
９
ポ
イ
ン
ト
を
本
文
の
基
本
と

す
る
。
手
書
き
も
可
能
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
の
使
用

と
す
る
。

　
（
３
）�余
白　

上
下
15
ミ
リ　

左
右
20
ミ
リ　

頁
を
う
つ
余
白
を
確
保
し
て
お

く
こ
と
。

　
（
４
）�活
字
の
場
合
、
一
太
郎
ま
た
は
ワ
ー
ド
で
入
力
す
る
こ
と
。

　

４　

執
筆
要
領

　
（
１
）�各
記
事
の
最
後
に
、（　

）
の
中
に
取
材
者
の
氏
名
を
明
記
す
る
こ
と
。

　
（
２
）�引
用
文
献
・
参
考
資
料
を
明
示
す
る
こ
と
。
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第
十
一
講　

７
月
４
日　

特
別
講
義
「
基
礎
講
座
―
伝
え
る
た
め
の
表
現
の

く
ふ
う
―
」

　

編
集
会
議
に
入
っ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
、
実
際
に
情
報
を
編

集
し
発
信
な
さ
っ
て
い
る
山
陽
新
聞
社
の
瀬
尾
由
紀
子
氏
を
お
招
き
し
て
、
特

別
講
義
「
基
礎
講
座
―
伝
え
る
た
め
の
表
現
の
く
ふ
う
―
」
を
設
定
し
た
。
瀬

尾
由
紀
子
氏
は
、情
報
を
伝
え
る
新
聞
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
、新
聞
の
「
特

徴
を
知
ろ
う
」、「
工
夫
を
知
ろ
う
」
と
い
う
構
成
で
、「
書
き
方
」「
見
出
し
」「
レ

イ
ア
ウ
ト
」
な
ど
伝
え
る
た
め
の
く
ふ
う
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。
受

講
生
は
、
ま
さ
に
自
ら
が
こ
れ
か
ら
情
報
発
信
者
と
し
て
文
集
の
編
集
に
取
り

組
ん
で
い
る
た
め
、
問
題
意
識
を
高
め
て
お
り
、
集
中
し
て
講
義
に
向
き
合
っ

た
。
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
は
、
特
別
講
義
を
受
講
し
て
学
び
得
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

　

７
月
４
日　

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん

　

感
想
・
学
び
得
た
こ
と

　

�　

私
は
、
瀬
尾
さ
ん
の
お
話
の
中
で
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
得
る
こ
と
が
出

来
た
。
そ
の
一
つ
が
、
見
出
し
の
構
成
で
あ
る
。
私
は
今
ま
で
、
新
聞
を
読

む
時
、
見
出
し
の
み
を
読
ん
で
い
た
。
授
業
で
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
作
る
時

も
見
出
し
を
読
み
、
そ
の
見
出
し
か
ら
興
味
を
持
っ
た
記
事
を
切
り
取
っ
て

い
く
と
い
う
新
聞
の
読
み
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、私
は
瀬
尾
さ
ん
の「
見

出
し
は
究
極
の
要
約
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
な
る
ほ
ど
と
強
く
納

得
し
た
。
見
出
し
だ
け
を
読
ん
で
、
自
分
の
興
味
を
持
て
る
内
容
か
判
断
す

る
と
い
う
行
動
が
出
来
る
の
は
、
見
出
し
に
記
事
の
情
報
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
私
た
ち
読
者
が
何
気
な
く
見
出
し
を
読
み
、
情
報
を
取
り

込
ん
で
い
る
の
は
、
新
聞
の
一
番
の
工
夫
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

受
講
生
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
練
っ
て
き
た
個
人
企
画
案
を
も
と
に
し
て
、グ
ル
ー

プ
企
画
案
の
話
し
合
い
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
よ

り
よ
い
原
稿
を
完
成
し
て
い
く
た
め
に
、
真
剣
に
ア
イ
デ
ア
出
し
合
っ
た
。
第

十
講
の
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
記
述
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

６
／
27　

Ａ
・
Ｈ
さ
ん

　

�　

個
人
で
考
え
た
だ
け
で
は
な
か
な
か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
み
ん
な

と
話
し
合
う
と
、少
し
文
集
の
完
成
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
て
き
た
。
た
だ
、

実
際
、
形
に
し
よ
う
と
思
う
と
、
か
な
り
時
間
の
か
か
る
こ
と
で
は
あ
る
と

思
う
の
で
、
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

　

６
／
27　

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

　

�　

レ
イ
ア
ウ
ト
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定
す
る
の
に
も
、
４
人
が
意
見
を
出
し

合
え
ば
、
簡
単
に
は
決
ま
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
案
で

は
あ
る
が
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
も
の
が
で
き

れ
ば
い
い
と
思
う
。
高
校
生
が
知
り
た
い
情
報
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
伝
え
た

い
。

　

６
／
27　

Ｒ
・
Ｍ
さ
ん

　

�　

自
分
が
高
校
生
や
保
護
者
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
冊
子
だ
っ
た
ら
読
み
た
い

と
思
う
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
の
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
文
字
の
大
き

さ
や
ス
タ
イ
ル
も
変
化
を
加
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
絵
も
入
れ
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
て
き
た
の
で
よ
か
っ
た
と

思
う
。
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七

あ
る
。
そ
れ
は
自
分
が
作
っ
た
記
事
を
客
観
的
に
推
敲
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。」「
最
も
大
切
に
す
べ
き
こ
と
は
読
み
手
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
記
事
を
何
度
も
客
観
的
に
推
敲
す
る
の
で
あ
る
。」「
常
に
読
み
手

を
気
遣
う
姿
勢
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。」「
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

忘
れ
ず
、
読
み
手
に
と
っ
て
本
当
に
価
値
の
あ
る
文
集
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
表
現
者
と
し
て
大
切
に
す
べ
き
、
読
み
手
を
意

識
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
る
学
習
者
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

学
習
者
の
一
人
で
あ
る
Ａ
・
Ｈ
さ
ん
は
こ
の
日
の
特
別
講
義
を
受
講
し
て
学

び
得
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

７
月
４
日　

Ａ
・
Ｈ
さ
ん

　

感
想
・
学
び
得
た
こ
と

　

�　

長
年
、
山
陽
新
聞
社
で
記
者
と
し
て
、
数
多
く
の
取
材
を
行
っ
た
り
、
記

事
を
書
い
た
り
、
部
長
と
し
て
も
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
瀬
尾
さ
ん
の
お
話

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
役
立
つ
多
く
の
こ
と
を
学
び
得
た
。
私
は
、
文

を
書
く
こ
と
自
体
は
嫌
い
で
は
な
い
が
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を
限
ら
れ

た
空
間
（
文
字
数
）
の
中
で
、し
っ
か
り
相
手
に
伝
わ
る
文
を
書
く
こ
と
は
、

も
の
す
ご
く
難
し
い
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
、
様
々

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
く
中
で
、
伝
わ
る
文
を
書
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
難
し
い
だ
け
で
な
く
、
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す

い
も
の
に
す
る
た
め
に
工
夫
し
、
考
え
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
の
だ

と
感
じ
た
。

　

�　

新
聞
で
は
、
ト
ッ
プ
、
か
た
、
へ
そ
と
あ
り
、
写
真
や
グ
ラ
フ
等
の
位
置

や
見
出
し
、
記
事
の
大
小
な
ど
様
々
な
こ
だ
わ
り
、
工
夫
に
よ
っ
て
、
見
た

目
も
内
容
も
魅
力
的
で
、
読
者
の
た
め
に
な
る
記
事
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を

そ
し
て
、
わ
ず
か
７
～
10
文
字
の
中
に
「
何
が
ど
う
し
た
」
と
い
う
情
報
を

入
れ
、
さ
ら
に
読
者
を
惹
き
つ
け
る
見
出
し
を
作
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
難

し
い
こ
と
だ
と
自
分
で
見
出
し
を
作
り
実
感
し
た
。
私
は
、
新
聞
の
見
出
し

に
編
集
者
の
方
の
技
術
が
つ
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
た
め
、
今
後
新
聞
を
読

む
時
、
そ
の
技
術
を
学
ぶ
よ
う
な
視
点
で
読
み
た
い
。

　

�　

も
う
一
つ
、
瀬
尾
さ
ん
の
お
話
の
中
で
心
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
自
分
が
作
っ
た
記
事
を
客
観
的
に
推
敲
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
記
事

を
作
る
上
で
、
最
も
大
切
に
す
べ
き
こ
と
は
読
み
手
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
記
事
を
何
度
も
客
観
的
に
推
敲
す
る
の
で
あ
る
。
読

み
手
の
年
齢
層
、
環
境
な
ど
を
考
慮
し
、
伝
え
た
い
こ
と
を
一
貫
し
て
書
く

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
常
に
読
み
手
を
気

遣
う
姿
勢
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
文

集
で
は
、
高
校
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
読
み
や
す
い
記
事
を
作
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
あ
れ
も
伝
え
た
い
、
こ
れ
も
伝
え
た
い

と
、
自
分
の
気
持
ち
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
忘
れ
ず
、
読
み
手
に
と
っ
て
本
当
に
価
値
の
あ
る
文
集
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

　

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
は
「
見
出
し
は
究
極
の
要
約
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
に
納
得
し
、

「
わ
ず
か
７
～
10
文
字
の
中
に
『
何
が
ど
う
し
た
』
と
い
う
情
報
を
入
れ
、
さ

ら
に
読
者
を
惹
き
つ
け
る
見
出
し
を
作
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
難
し
い
」「
新

聞
の
見
出
し
に
編
集
者
の
方
の
技
術
が
つ
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
」
と
記
し
て

い
る
。
こ
こ
に
は
特
別
講
義
を
受
け
て
、
見
出
し
の
工
夫
の
価
値
に
目
を
向
け

て
い
る
学
習
者
の
姿
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
は
「
瀬
尾
さ
ん
の
お
話
の
中
で
心
に
残
っ
た
こ
と
が



八

伊
木　

洋　

教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

第
十
二
講　

７
月
11
日　

特
別
講
義
（
原
稿
企
画
案
発
表
、
特
別
講
師
か
ら
の

ご
助
言
）

　

第
十
二
講
で
は
、
瀬
尾
由
紀
子
氏
に
引
き
続
き
来
て
い
た
だ
き
、
全
て
の
グ

ル
ー
プ
の
原
稿
企
画
案
の
発
表
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
各
グ

ル
ー
プ
の
編
集
会
議
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
指
導
や
助
言
を
い
た

だ
い
た
。
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
も
、
第
十
一
講
の
学
び
が
生
か
さ
れ
、「
相

手
と
目
的
」
を
意
識
し
た
編
集
会
議
が
進
め
ら
れ
た
。
編
集
会
議
を
進
め
る
中

で
、相
手
と
目
的
を
意
識
し
た
瀬
尾
氏
の
具
体
的
な
ご
助
言
は
、学
習
者
に
と
っ

て
企
画
案
を
練
り
上
げ
て
い
く
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
受
講
生
は
、
第
十
二
講

の
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
に
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　

７
／
11　

Ａ
・
Ｈ
さ
ん

　

�　

実
際
に
瀬
尾
さ
ん
に
見
て
頂
き
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ま

だ
ま
だ
工
夫
次
第
で
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
け
る
と
感
じ
た
。
時
間
も

あ
ま
り
な
い
中
で
あ
る
が
、
読
み
手
を
意
識
し
、
楽
し
み
な
が
ら
作
り
た
い
。

　

７
／
11　

Ｍ
・
Ｏ
さ
ん

　

�　

レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
す
る
こ
と
で
読
み
手
が
楽
し
ん
で
読
む
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
感
じ
た
。
文
字
を
書
く
と
き
は
ま
ず
自
分
が
楽
し
ま
な
い
と
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。
相
手
を
意
識
し
た
作
品
に
し
た
い
。

　

７
／
11　

Ｒ
・
Ｍ
さ
ん

　

�　

図
書
館
の
使
い
方
を
実
際
に
載
せ
て
み
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
や
絵
を
使
う

の
は
著
作
権
に
関
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
、
自
分
た
ち
だ
け

で
は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
け
た
の
で
良
か
っ
た
。
他
の
チ
ー
ム
も

知
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
私
は
質
問
の
内
容
ば
か
り
、
ど
う
し

よ
う
か
と
気
に
し
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
事
前
準
備
も

必
要
で
は
あ
る
が
、
よ
り
質
の
高
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
た
め
に
、
そ
れ

よ
り
も
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、
よ
く
聞
く
こ
と
や
表
情
を
見
る
こ
と
で
あ

る
と
学
ん
だ
。
や
は
り
、相
手
に
興
味
を
持
ち
、誠
実
な
態
度
で
臨
む
こ
と
が
、

会
話
が
膨
ら
み
お
も
し
ろ
い
情
報
を
聞
き
出
せ
る
コ
ツ
だ
と
分
か
っ
た
。

　

�　

こ
れ
か
ら
魅
力
的
な
文
集
に
仕
上
げ
る
た
め
に
、
ま
ず
は
相
手
と
目
的

（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
高
校
生
や
保
護
者
の
方
々
に
、
清
心
・

日
文
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
）
を
常
に
頭
に
お
き
、
内
容
や
見
た
目
の
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
。
た
く
さ
ん
の
情
報
が
あ
る
中
で
、
全
て
が
使
え
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
写
真
や
グ
ラ
フ
等
と
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を

考
え
な
が
ら
、
本
当
に
相
手
が
知
り
た
い
内
容
は
ど
れ
か
、
自
分
が
伝
え
た

い
こ
と
は
何
か
を
、
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
判
断
し
、
選
択
し
て
い
こ
う

と
思
っ
た
。

　

�　

今
回
の
講
義
を
通
し
て
、
新
聞
に
は
伝
え
る
た
め
の
工
夫
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
今
後
文
集
を
作
る
う
え
で
も
、
そ
の
他
の
文

章
を
書
く
際
に
も
、
新
聞
に
頼
り
新
聞
の
中
の
表
現
や
見
た
目
の
工
夫
を
ヒ

ン
ト
に
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
自
分
の
力
に
し
て
い
き
た
い
。
今
日
は
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ａ
・
Ｈ
さ
ん
は
、
特
別
講
義
を
受
講
し
、「
相
手
と
目
的
を
常
に
頭
に
お
き
」、

「
本
当
に
相
手
が
知
り
た
い
内
容
は
ど
れ
か
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か

を
、
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
判
断
し
、
選
択
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。」
と

記
し
て
い
る
。
Ａ
・
Ｈ
さ
ん
は
情
報
の
発
信
者
と
し
て
、
相
手
と
目
的
を
意
識

し
て
表
現
を
く
ふ
う
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
目
を
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
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木　
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有
効
性

九

た
い
と
思
う
。

第
十
四
講　

７
月
25
日　

編
集
会
議
Ⅲ
（
取
材
結
果
の
検
討
、
原
稿
執
筆
状
況

の
確
認
、
推
敲
）

　

第
十
四
講
で
は
、
取
材
結
果
の
検
討
や
原
稿
の
執
筆
状
況
の
確
認
、
推
敲
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
。
受
講
生
は
、
取
材
を
終
え
て
、
情
報
を
整
理
し
、
選
択
し

て
編
集
し
、
読
み
手
を
意
識
し
な
が
ら
原
稿
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
作
成
し
た

原
稿
を
互
い
に
読
み
合
い
、
推
敲
し
合
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
を

集
め
て
、
目
次
の
確
認
を
行
っ
た
。
完
成
し
た
題
字
と
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介

し
て
、
全
員
の
承
認
を
得
た
。
次
回
は
原
稿
提
出
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
各
グ

ル
ー
プ
が
必
要
に
応
じ
て
行
う
自
主
的
な
編
集
会
議
の
予
定
を
確
認
し
た
。
第

十
四
講
の
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
記
述
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

７
／
25　

Ａ
・
Ｈ
さ
ん

　

�　

い
よ
い
よ
完
成
さ
せ
て
い
く
段
階
に
入
っ
て
き
た
が
、
内
容
や
レ
イ
ア
ウ

ト
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
で
作
っ
て
い
る
も
の
も
み
ん
な
と
確
認
し
、
注
意
す

る
べ
き
所
は
チ
ェ
ッ
ク
し
良
い
も
の
に
し
た
い
。

　　

７
／
25　

Ｍ
・
Ｏ
さ
ん

　

�　

見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
文
章
を
作
る
こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
ペ
ー
ジ
作

成
を
行
っ
て
い
る
。
読
ん
で
く
れ
る
読
者
を
意
識
し
な
が
ら
伝
え
た
い
内
容

を
明
確
化
し
、
面
白
い
文
集
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　

７
／
25　

Ｔ
・
Ｙ
さ
ん

　

�　

文
章
ば
か
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
を
は
り
つ
け
た

す
ご
く
構
成
が
考
え
ら
れ
て
い
て
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

第
十
三
講　

７
月
18
日　

編
集
会
議
Ⅱ
（
取
材
計
画
決
定　

原
稿
企
画
提
出
）

　

第
十
三
講
以
降
は
Ｐ
Ｃ
教
室
を
活
用
し
、
編
集
会
議
を
行
っ
た
。
文
集
の
タ

イ
ト
ル
は
、
受
講
生
か
ら
募
集
し
た
中
か
ら
選
び
、「
日
文
め
ぐ
り
」
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
題
字
担
当
者
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
担
当
者
も
決
定
し
、

全
員
の
承
認
を
得
た
。
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
瀬
尾
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
生
か
し

て
、
グ
ル
ー
プ
の
企
画
案
が
練
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
原
稿
の

作
成
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
。
第
十
三
講
の
編
集
会
議
Ⅱ
の
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト

の
記
述
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

７
／
18　

Ａ
・
Ｈ
さ
ん

　

�　

文
と
図
や
写
真
の
バ
ラ
ン
ス
、
読
み
た
く
な
る
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
が
難

し
い
。
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
み
ん
な
と
協
力
し
相
談
し
合
い

な
が
ら
、
時
間
を
上
手
く
使
い
良
い
も
の
を
完
成
さ
せ
た
い
。

　

７
／
18　

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん

　

�　

文
が
全
体
的
に
長
い
と
感
じ
た
。
短
く
て
か
つ
分
か
り
や
す
い
説
明
が
出

来
る
よ
う
に
考
え
直
そ
う
と
思
う
。
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
、
分
か
り
や
す

く
見
や
す
い
よ
う
に
心
懸
け
た
い
。

　

７
／
18　

Ａ
・
Ｋ
さ
ん

　

�　

レ
イ
ア
ウ
ト
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
時
間
が
す
ぐ
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

お
お
ま
か
に
つ
く
っ
て
か
ら
細
か
い
と
こ
ろ
を
修
正
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
ま
た
、
作
る
う
え
で
読
者
を
意
識
す
る
と
い
う
の
を
常
に
考
え
て
い
き



一
〇
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が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

　
　
　

四　

成
果
と
今
後
の
課
題

　

本
実
践
研
究
の
成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
学
習
者
自
身
が
講
義
全
体

を
ふ
り
か
え
り
、
成
果
と
課
題
を
見
つ
め
て
記
述
し
た
学
習
記
録
の
あ
と
が
き

と
お
礼
の
言
葉
を
も
と
に
考
察
し
て
い
く
。
学
習
記
録
の
整
理
に
お
い
て
示
し

た
自
己
評
価
の
観
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

学
習
記
録
の
整
理
（
自
己
評
価
）

　

�

＊
受
講
前
と
受
講
後
の
変
容
（
学
び
得
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
気
付
い
た

こ
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
充
実
感
、
成
就
感
な
ど
）
を
書
く
。

　

・
本
講
義
・
特
別
講
義
の
学
び
を
ど
う
生
か
し
た
か
。

　

・
ど
の
よ
う
な
言
語
能
力
及
び
そ
の
他
の
能
力
が
身
に
つ
い
た
と
考
え
て
い

る
か
。

　

・
今
後
の
課
題
、
今
後
の
言
語
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
何
か
。

　

学
習
者
の
一
人
で
あ
る
、
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
が
記
し
た
あ
と
が
き
と
お
礼
の
言
葉

は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

あ
と
が
き　

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん

　

�　

私
は
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
書
く
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
ま
で
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
時
や
感
想
文
を
書
く
時
な
ど
、
構
成
、
表

現
に
特
に
気
を
つ
け
ず
、
だ
ら
だ
ら
と
書
い
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
授
業

を
受
け
、「
文
章
を
書
く
時
は
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
と
良
い
」
な
ど
、
文
章
を

り
、
ベ
ー
ス
を
イ
ラ
ス
ト
に
し
た
り
と
工
夫
し
た
。
読
ん
で
い
て
読
み
手
の

心
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
加
え
た
い
と
思
う
。

第
十
五
講　

８
月
１
日　

編
集
会
議
Ⅳ
（
原
稿
提
出
。
学
習
整
理
・
授
業
評
価
）

　

第
十
五
講
で
は
、
最
終
の
編
集
会
議
を
行
っ
た
。
お
お
む
ね
完
成
し
た
原
稿

を
持
参
し
て
い
た
が
、
相
互
に
読
み
合
い
、
提
出
締
切
の
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

最
終
校
正
を
行
っ
た
。
よ
り
よ
い
原
稿
に
し
よ
う
と
す
る
学
習
者
の
意
欲
が
感

じ
ら
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
が
完
成
原
稿
を
そ
ろ
え
て
提
出
し
た
。
第
十
五
講
の
コ

メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
記
述
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

８
／
１　

Ｍ
・
Ｏ
さ
ん

　

�　

読
者
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
文
章
を
作
る
の
は
新
鮮
で
「
ど
う
し
た
ら
楽

し
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
の
か
」
を
念
頭
に
お
い
て
作
成
し
た
。
こ
の
文
集

が
清
心
を
目
指
す
人
の
手
立
て
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　　

８
／
１　

Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

　

�　

文
集
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
相
手
を
意
識
し
て
文
章
を
書
く
こ
と
の
重
要

性
に
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
作
っ
た
文
集
が
高
校
生
の
手
に
届
く
と
思
う

と
、
や
る
気
も
違
っ
て
、
よ
り
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
工
夫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　　

８
／
１　

Ｔ
・
Ｙ
さ
ん

　

�　

文
集
作
成
が
終
わ
り
を
迎
え
た
。
他
の
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が
ら

作
っ
て
い
く
と
、
ど
う
進
め
て
い
く
か
、
自
分
の
中
で
明
確
に
し
な
が
ら
で

き
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
学
習
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
主
体
的
な
学
習



伊
木　

洋　

教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

一
一

　

�　

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
は
、
学
び
の
成
果
と
し
て
、「
文
章
を
構
成
す
る
や
り
方
を

学
び
、
中
身
の
詰
ま
っ
た
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
読
み
手
に
伝

わ
り
や
す
い
よ
う
な
表
現
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
分
の
文
章
内
容

が
充
実
し
て
い
る
実
感
が
持
て
た
た
め
、
書
く
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
表
現
活
動
を
通
し
て
本
講

義
の
目
標
で
あ
る
文
章
表
現
力
の
向
上
を
自
覚
し
、「
書
く
こ
と
」
へ
の
意

欲
が
高
ま
っ
て
い
る
学
習
者
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
客
観
的
な

見
方
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
」
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
活
用
し
た
瀬
尾
氏
の
特
別
講

義
で
学
び
得
た
こ
と
で
あ
り
、
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
は
、
表
現
者
と
し
て
貴
重
な
気

づ
き
を
得
て
い
る
。

　

�　

さ
ら
に
、
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
は
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
「
私
た
ち
が
主

体
と
な
る
時
間
が
あ
り
」、「
主
体
的
な
姿
勢
が
身
に
付
い
た
」
と
述
べ
て
お

り
、
学
習
記
録
の
副
題
に
も
「
主
体
的
な
姿
勢
を
作
る
」
と
記
し
て
い
る
。

文
集
作
成
と
い
う
課
題
は
、
ま
さ
に
、
学
習
者
主
体
の
活
動
で
あ
り
、
Ｙ
・

Ｈ
さ
ん
は
、
文
集
作
成
の
グ
ル
ー
プ
代
表
と
し
て
、
原
稿
の
完
成
を
目
指
し

て
、
誠
意
を
持
っ
て
グ
ル
ー
プ
内
の
調
整
に
心
を
傾
け
、
主
体
的
に
取
り
組

ん
だ
学
習
者
で
あ
っ
た
。

　
　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
は
、
あ
と
が
き
と
お
礼
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

あ
と
が
き　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん

　

�　

私
は
以
前
ま
で
文
章
を
書
く
と
い
う
行
為
が
苦
手
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
本

語
表
現
法
Ⅰ
の
授
業
で
は
、
今
ま
で
さ
け
て
き
た
「
文
章
を
書
く
」
と
い
う

こ
と
を
、
定
義
文
を
作
っ
た
り
、
描
写
文
を
書
い
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
を
書
い
た
り
と
様
々
行
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
書
く

こ
と
が
楽
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
き
っ

構
成
す
る
や
り
方
を
学
び
、
中
身
の
詰
ま
っ
た
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
読
み
手
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
な
表
現
を
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
読
み
返
し
た
時
の
訂
正
が
少
な
く
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
自
分
の
文
章
内
容
が
充
実
し
て
い
る
実
感
が
持
て
た
た
め
、
書
く

こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

�　

さ
ら
に
、
毎
週
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
し
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
り
、
相
手

の
意
見
を
引
き
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
な
姿
勢
が
身
に
付
い
た
と

考
え
る
。
そ
し
て
、
私
は
そ
の
姿
勢
が
身
に
付
い
た
こ
と
で
、
書
く
能
力
の

向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
書
く

時
、
自
ら
主
体
的
に
相
手
の
話
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
文
章
も
書

け
な
い
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

　

�　

こ
の
授
業
で
学
ん
だ
、
文
章
構
成
、
表
現
の
し
方
、
そ
し
て
、
主
体
的
な

姿
勢
を
確
実
に
自
分
の
も
の
に
し
、
よ
り
「
文
章
を
書
く
こ
と
が
楽
し
い
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

　

お
礼
の
言
葉

　

�　

日
本
語
表
現
法
Ⅰ
の
授
業
で
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
合
っ
た
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
り
、
気
遣
っ
た
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
、
文
章
を
書
く
上
で
、
自
分
で
は
気
が
付
か
な

い
部
分
を
教
え
て
頂
い
た
た
め
、
客
観
的
な
見
方
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
の
授
業
で
も
、
私
た
ち
が
主
体
と

な
る
時
間
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
み
な
が
ら
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
Ⅱ
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

�（
Ｙ
・
Ｈ　

二
〇
一
七
年
八
月
一
日
『
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
学
習
記
録
―
主
体

的
な
姿
勢
を
作
る
―
』
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科

三
年
）



一
二

伊
木　

洋　

教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

か
け
に
私
は
今
ま
で
文
章
の
書
き
方
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
書
く
こ
と
が

苦
手
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
今
ま

で
苦
手
だ
か
ら
書
か
な
い
、
書
か
な
い
か
ら
何
も
学
び
得
る
こ
と
が
な
く
書

き
方
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
更
に
苦
手
に
な
る
と
い
う
負
の
ル
ー
プ
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
授
業
を
き
っ
か
け
に
そ
の
ル
ー
プ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と

が
出
来
た
。

　

�　

今
回
、
文
集
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
瀬
尾
さ
ん
の
特
別
講
義
は
、
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
。
特
に
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
ア
イ
デ
ア

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の
は
、
文
集
を
作
る
際
、
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。

ま
た
、
文
集
作
り
で
は
実
際
に
高
校
生
に
配
布
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

講
義
で
学
ん
だ
、
文
章
の
書
き
方
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
方
法
、
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
法
な
ど
を
駆
使
し
て
作
成
し
た
。

　

�　

こ
れ
か
ら
、
教
員
採
用
試
験
で
志
望
理
由
や
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
書
い
た
り

す
る
な
ど
、
私
の
そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
左
右
し
か
ね
な
い
よ
う
な
、「
書

く
こ
と
」
が
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
ん
な
時
に
こ
の
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
自
分
の
プ
ラ
ス
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　

お
礼
の
言
葉

　

�　

書
く
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
私
が
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
苦
手
を
克
服
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
伊
木
先
生
が
書
く
こ
と
の
基
礎
・
基
本
を

教
え
た
上
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
を
書
か
せ
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
文
集
を
自
分
た
ち
で
一
か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、
内
容
を
考
え
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
構
成
を
考
え
、
作
成
す
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
授

業
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
様
々
な
「
書
く
こ
と
」
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
伊
木
先
生
、
特

別
講
義
で
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
瀬
尾
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

�（
Ｋ
・
Ｎ　

二
〇
一
七
年
八
月
一
日
『
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
学
習
記
録
―
考
え

る
よ
り
ま
ず
、
行
動
―
』
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

科
三
年
）

　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
は
、「
こ
の
授
業
を
き
っ
か
け
に
そ
の
（
書
く
こ
と
が
苦
手
と

い
う
負
の
）
ル
ー
プ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
出
来
た
」「
活
動
を
通
し
て
、
書

く
こ
と
が
楽
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
と
同
じ
く
、
実
際
に
書
く
と
い
う
体
験
を
通
し
て
、「
書
く
こ
と
」

へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
る
学
習
者
の
姿
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
は
、「
文
集
作
り
で
は
実
際
に
高
校
生
に
配
布
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
講
義
で
学
ん
だ
、
文
章
の
書
き
方
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
方
法
、
見

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
法
な
ど
を
駆
使
し
て
作
成
し
た
。」
と

記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
実
際
に
高
校
生
に
配
布
す
る
と
い
う
「
実
の
場
」

が
、
主
体
的
な
学
び
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

際
、「
瀬
尾
さ
ん
の
特
別
講
義
は
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
特
に
直
接
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の
は
、
文
集
を

作
る
際
、と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。」
と
Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

学
習
者
の
必
要
感
に
応
じ
た
専
門
家
の
指
導
と
助
言
は
、
有
効
に
機
能
し
た
と

考
え
る
。
学
習
者
に
と
っ
て
必
要
感
の
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
活
用
が
、
主
体
的
な
学

び
の
実
現
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｒ
・
Ｍ
さ
ん
は
、
あ
と
が
き
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。



伊
木　

洋　

教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

一
三

　

あ
と
が
き　

Ｒ
・
Ｍ

　

�

日
本
語
表
現
法
Ⅰ
は
、
自
分
の
文
章
や
言
葉
に
対
す
る
姿
勢
を
と
ら
え
な
お

す
機
会
と
な
っ
た
授
業
で
あ
っ
た
。
瀬
尾
さ
ん
の
特
別
講
義
が
特
に
心
に

残
っ
て
い
る
。
新
聞
の
構
成
や
工
夫
に
つ
い
て
、
現
場
の
声
が
聞
け
た
こ
と

は
、
大
き
な
こ
と
だ
と
思
う
。
文
集
作
り
に
関
し
て
も
、「
実
の
場
」
を
実

感
す
る
良
い
学
習
に
な
っ
て
い
る
。
編
集
会
議
で
、
瀬
尾
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
ペ
ー
ジ
作
り
の
た
め
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
た
り
な
ど
し
て
、能
動
的
な
学
習
を
こ
の
授
業
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
自
身
の
文
章
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
書
く
こ
と
や
、
文
章
の
書
き
出
し

を
工
夫
す
る
こ
と
な
ど
、
日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

き
た
い
。
後
期
の
日
本
語
表
現
法
Ⅱ
も
意
欲
的
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

　

�（
Ｒ
・
Ｍ　

二
〇
一
七
年
八
月
一
日
『
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
学
習
記
録
―
言
葉

の
め
ざ
め　

様
々
な
表
現
を
学
ぼ
う
―
』
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日

本
語
日
本
文
学
科
三
年
）

　

�　

Ｒ
・
Ｍ
さ
ん
は
、「
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
は
、
自
分
の
文
章
や
言
葉
に
対
す

る
姿
勢
を
と
ら
え
な
お
す
機
会
と
な
っ
た
授
業
で
あ
っ
た
。」「
こ
の
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
自
身
の
文
章
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。」「
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
書
く
こ
と
や
、
文
章
の
書
き
出
し
を
工
夫

す
る
こ
と
な
ど
、
日
々
の
生
活
に
密
着
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
き
た

い
。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
主
体
的
な
学
び
を
通
し
て
、
自
己
の

言
語
生
活
を
見
つ
め
、自
身
の
文
章
や
言
葉
に
対
す
る
姿
勢
を
と
ら
え
直
し
、

学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
文
章
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
学
習
者
の
姿
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。

　

�　
「
文
集
作
り
に
関
し
て
も
、『
実
の
場
』
を
実
感
す
る
良
い
学
習
に
な
っ
て

い
る
。
編
集
会
議
で
、瀬
尾
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、ペ
ー

ジ
作
り
の
た
め
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
り
な
ど
し
て
、
能
動
的
な

学
習
を
こ
の
授
業
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
た
。」
と
い
う
記
述
に
は
、
Ｎ
Ｉ

Ｅ
の
活
用
が
、
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、「
瀬
尾
さ
ん
の
特
別
講
義
が
特
に
心
に

残
っ
て
い
る
。
新
聞
の
構
成
や
工
夫
に
つ
い
て
、
現
場
の
声
が
聞
け
た
こ
と

は
、
大
き
な
こ
と
だ
と
思
う
。」
と
Ｒ
・
Ｍ
さ
ん
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
効
果
的
な
活
用
が
、
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
有
効
に
機
能
し
た

と
考
え
る
。

　

�　

本
稿
で
は
、
教
職
課
程
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
て
Ｎ
Ｉ

Ｅ
の
活
用
が
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
を
、
具
体
的
な
実
践
の
考
察
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
し
た
。
課
題
と
し
て
は
、
学
習
者
に
と
っ
て
い
か
に
必
要
感
の
あ

る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
活
用
の
場
を
設
定
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
成

果
と
課
題
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
一
）�言
語
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
、
言
語
能
力
を
育
成
す
る
と
き
、
主
体

的
な
学
び
の
場
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
二
）�主
体
的
な
学
び
の
実
現
を
目
指
す
と
き
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
活
用
は
そ
の
一
つ

の
方
法
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る
。

　
（
三
）�Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
学
習
者
に
と
っ
て
必
要
感

の
あ
る
活
用
の
場
の
設
定
が
重
要
で
あ
る
。

　

�　

大
切
な
こ
と
は
、
主
体
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
、
指
導
者
が
Ｎ
Ｉ

Ｅ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
学
習
者
を



一
四

伊
木　

洋　

教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性

中
心
に
据
え
、
主
体
的
な
学
び
を
実
現
す
る
一
つ
の
有
効
な
方
法
と
し
て
Ｎ

Ｉ
Ｅ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
学
習
者
の
実
態
を
ふ
ま

え
、
学
習
者
主
体
の
言
語
活
動
の
場
を
設
定
し
、
学
習
者
に
と
っ
て
い
か
に

必
要
感
の
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
活
用
の
場
を
設
定
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

国
語
教
室
に
お
い
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
る
現
在
、
教
職
課
程
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
は
緊
要
な
課
題

で
あ
る
。
教
職
課
程
に
お
い
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
体
験
し
、

そ
の
必
要
や
効
果
を
実
感
す
る
こ
と
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
単
元
構
想
し
よ
う
と
す
る
指
導
者
の
育
成
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

　

教
職
課
程
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考

え
ら
れ
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
活
用
は
一
つ
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
活

用
し
た
主
体
的
な
学
び
を
経
験
し
た
教
職
課
程
履
修
者
は
、
自
ら
の
教
室
に
お

い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
活
用
し
て
主
体
的
な
学
び
の
場
を
創
造
し
て
い
く
に
ち
が
い

な
い
。

　

本
実
践
研
究
で
は
、
山
陽
新
聞
社
読
者
局
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
部
長
、
瀬
尾
由
紀
子

氏
の
協
力
を
得
て
い
る
。
瀬
尾
由
紀
子
氏
に
は
、
本
実
践
の
ね
ら
い
を
お
伝
え

し
、
ね
ら
い
に
即
し
て
特
別
講
義
の
内
容
を
工
夫
し
て
い
た
だ
い
た
。
ご
協
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
教
職
課
程
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
を
目
指

し
て
、
今
後
も
継
続
的
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

注
１　

エ
ヌ
・
ア
イ
・
イ
ー　
「N

ew
spaper in Education

」
の
略
語

注
２　

�

文
部
科
学
省
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』

　
　
　

二
〇
一
七
・
六
一
～
三
頁

注
３　

�

文
部
科
学
省
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』

　
　
　

二
〇
一
七
・
六
八
～
九
頁

注
４　

�

大
村
は
ま
氏
に
よ
る
「
単
元　

新
一
年
生
に
石
川
台
中
学
校
を
紹
介
す

る
」の
詳
細
は
、『
大
村
は
ま
国
語
教
室
第
一
巻
』（
一
九
八
二・一
二・三
〇

　

筑
摩
書
房　

二
七
一
～
四
〇
九
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

注
５　

�

大
村
は
ま
氏
は
「
作
文
の
基
礎
力
を
養
う
た
め
の
学
習
」
一
覧
表
を
ま

と
め
て
お
り
、「
中
学
作
文
」
は
そ
の
一
つ
一
つ
の
練
習
に
使
っ
た
資

料
集
で
あ
る
。
大
村
は
ま
氏
の
「
中
学
作
文
」
の
実
際
は
、『
大
村
は

ま
国
語
教
室
第
五
巻
』（
一
九
八
三
・
八
・
三
〇　

筑
摩
書
房　

二
八
三

～
四
一
〇
頁
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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＋
伊
木
洋
編
（
二
〇
一
七
）『
紹
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文
集　

日
文
め
ぐ
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』
私
家
版

伊
木
洋
（
二
〇
一
六
）「
教
職
課
程
に
お
け
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
の
有
効
性

　
　

―
『
日
本
語
表
現
法
Ⅰ
』
に
お
け
る
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
作
成
―

『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
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子
大
学
紀
要　

日
本
語
・
日
本
文
学
編
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四
十
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第
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ー
ト
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ム
清
心
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大
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～
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頁

伊
木
洋
（
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〇
一
七
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教
職
課
程
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中
等
国
語
）
に
お
け
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単
元
構
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力
の

育
成
―
新
聞
を
活
用
し
た
単
元
構
想
の
有
効
性
―
」『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
紀
要　

日
本
語
・
日
本
文
学
編
第
四
一
巻
第
一
号
』
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学　

一
～
一
五
頁



伊
木　

洋　

教
職
課
程
（
中
等
国
語
）
に
お
け
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
用
の
有
効
性
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五
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村
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ま
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九
七
〇
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国
語
教
室
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実
際
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共
文
社

大
村
は
ま
（
一
九
八
二
）「
単
元　

新
一
年
生
に
石
川
台
中
学
校
を
紹
介
す
る
」

『
大
村
は
ま
国
語
教
室
第
九
巻
』
筑
摩
書
房

大
村
は
ま
（
一
九
八
三
）「
中
学
作
文
」『
大
村
は
ま
国
語
教
室
第
五
巻
』
筑
摩

書
房

橋
本
暢
夫
（
二
〇
〇
一
）『
大
村
は
ま
国
語
教
室
に
学
ぶ
―
新
し
い
創
造
の
た

め
に
』
溪
水
社

橋
本
暢
夫
（
二
〇
〇
九
）「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
先
駆
者
大
村
は
ま
―
単
元
「
新
聞
」
に

よ
る
「
自
己
学
習
力
」
の
育
成
―
」『
大
村
は
ま
「
国
語
教
室
」
の
創
造
性
』

溪
水
社　

橋
本
暢
夫
（
二
〇
一
三
）『「
大
村
は
ま
国
語
教
室　

全
15
巻　

別
巻
１
」
巻
別

内
容
総
覧
』
溪
水
社

（
い
ぎ　

ひ
ろ
し
＝
本
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
）

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
教
職
課
程
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
、
大
村
は
ま


